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2013年11月19日 
トヨタ自動車式会社 

 
岡島 博司 

～次世代自動車とスマートコミュニティー～ 
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２１世紀の社会ビジョン 

ビジョン 先端 

死傷者ゼロ 

感動・ 
快適空間 

疲労ゼロ 

損失
ゼロ 

ウェアラブル 

商品 先行開発 

人間特性 

センシング 

ロボット 

バイオ 

ナノ材料 次世代電池 

電力・輸送変換 
触媒 

太陽電池 

燃料電池 

健康 脳研究 

都市 

通信 

感動 

走り 

モータ 

ＦＣ 

触媒 

渋滞 
ゼロ 

自動運転 

廃熱 
ゼロ 

大気 
浄化 

CO2回収
固定 

創造能力 
向上 

自律生活サ
ポート 

太陽光エネ
ルギー利用 

水素エネル
ギー社会 

原子力 
利用 

エネルギー 
貯蔵 

バイオ 
エネルギー 

完全防犯 

シームレス 
移動 

健康 
抗老化 

嗜好に 
合わせた車 

運転支援 

ＩＴＳ 

快適 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

電池 

自然ｴﾈﾙｷﾞｰを基盤 
超高効率エネルギー社会 

エネルギー 

社会構造 
活気に満ち溢れ、安心な社会 
Ageless and Seamless Transport 

     （誰もが安全快適に移動） 

環境 
完全な循環型社会 

環境負荷ｾﾞﾛ社会 

人間 
「精神的豊かさ」を実現 

創造と感動のプロデュース 
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自動車用燃料・パワートレーンの多様化 

一次エネルギー 自動車用燃料 パワートレーン 

石 油 

基
盤
技
術 

次
世
代
技
術 

天然ガス 

石 炭 

植 物 

原子力 

水力、太陽、地熱 

ガス燃料 

合成液体燃料 

バイオ燃料 

電 気 

水 素 

軽 油 

ガソリン 
従来車 

& 

HV 

EV 

FCV 

PHV 
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系統 

給電 
給湯 

天然ガス 

水素 

定置型FC 
トリジェネ 

PV PV 

EV 

PHV 

FCV 

充電 

給電 

充電 給電 

写真：TEPCO 
（ＮＡＳ電池） 

給電 

EV 

低炭素社会の将来課題とスマートグリッド 

 電力安定化の手段として、スマートグリッドと蓄電池に期待 

再生可能エネルギー大量導入 

気象条件により不安定   

PV 
PV 

給電 
給湯 

系統対策費用大  

ソーラ発電の出力抑制 
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セクター別間接CO2排出構成比率*

* 2008年の「自家用自動車」は、「日本の温室効果ガス排出量データ2007年確定値」の「運輸」における「自家用自動車」の比率を2008年の「運輸」に掛けて算出
注： 利用状況に基づいたCO2排出量を考えるため、発電所の出す排出量をそれぞれの分野で使用する電力量によって配分した「間接排出量」データを使用
出所： 報道発表、国立環境研究所「日本の温室効果ガス排出量データ1990～2008（速報値）、1990～2007（確定値）」、DI分析

6 6

42
34

8

8

14
19

11 11

11 14

5 4
2 2 廃棄物（ﾌﾟﾗｽ

ﾁｯｸの焼却 等）

工業プロセス

家

自家用自動車

業務（商業・
サービス 等）

運 輸

産業（工場 等）

ｴﾈﾙｷﾞｰ転換
（発電所 等）

0

20

40

60

80

100

1990年 2008年

（％）

伸び率

（％）

24

▲ 19

35

9

41

7

▲ 13

15

611.4 12.2合計
（億ﾄﾝ）
合計

（億ﾄﾝ）

家庭

着眼点/実証内容の基本方針

低炭素社会を実現する上で、重要かつ難しい家庭セクターに挑戦する

家庭セクター（家＋自家用自動車）は

CO2の削減余地が大きい

一方、需要家が小口分散化しており、

削減が難しい

 ロングテール化
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本実証の全体イメージ 

家庭内 

生活圏全体 

移動先（家庭外） 移動（通勤・通学・外出 等） 
生活動線 

実証 
ﾓｼﾞｭｰﾙ 

BRT 
（Bus Rapid Transit：連結

バス） スマートパーキング 

集合住宅 

豊田市駅 

HEMS EV/PHV 

充電/電力供給 

FCバス 

ITS 

ｶｰｼｪｱ・ 
ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ 

豊田市役所 

水素ステーション 

コンビニ 

コンビニ 

スーパー 

スマート 
スクール 

EDMS 
(ｴﾈﾙｷﾞｰ・ 
ﾃﾞｰﾀ・ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ 
ｼｽﾃﾑ） 

勤務先 
（オフィス・工場 等） 

太陽光パネル付 
充電器 

ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ 

V to 
H 

ﾊﾟｰｿﾅﾙ 
ﾓﾋﾞﾘﾃｨ 

コンビニ 

実証事項 
（現時点） 

ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ 

低炭素モデル 
地区 

① 
家庭内 

エネルギー利用 
最適化 

② 
低炭素 

交通システム構築 

③ 
商業・公共施設等 
エネルギー利用 

最適化 
④ 

生活圏 
全体 

行動支援 

http://www.e-clipart.info/15_vehicle/img/vehicle01.gif
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スマートコミュニティが創る持続可能な社会 

動画紹介 
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④ 生活圏全体の行動支援 

HEMS 

スーパー 

EV/PHV 

ITS 

コンビニ 

公共交通機関 

EDMS 

データ 
収集 

データ 
蓄積 

データ 
マイニング 

（統計、分析、 
予測） 

行動支援・ 
機器制御 

各種コミュニティ活動 

各
種
デ
ー
タ 

 ・天候情報 
 ・季節、曜日 
 ・時間交通量 など 

 ・各種エネルギー消費 
 ・行動 

エコ活動 環境学習 

フィードバック 
社会システム全体としての 
エネルギー最適利用を達成 

生活者の行動を支援し、エネルギーを最適利用 
 無理なく、QOL（生活の質）の高いエコライフを実現 

需給バランス 
にもとづく充電 エコポイントの 

活用 

見える化による 
省エネ 

 エコ活動に対する 
 表彰など 

http://www.e-clipart.info/15_vehicle/img/vehicle01.gif
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地域のエネルギーマネジメント 

生活者 

行動アドバイス 

ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車を上手に使い、自然エネルギーを地
域で地産地消するスマートなコミュニティーを実現 

EDMS 

電力事業者 

充電 

V2H 

ポイントインセンティブ 

ポータルサイト 

フォトフレーム 

スマートフォン 

情報の流れ 

電気の流れ 

需要調整 
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スマート機器によるCO2 削減効果 

従来型の一般家庭 

CO2 排出量 = 8.30kg-CO2 CO2 排出量 = 3.81 kg-CO2 CO2 排出量 = 12.40kg-CO2 

CO2 : 54.10% 低減 

CO2 : 69.27% 低減 

エコキュートとPHVがある一般家庭 スマートコミュニティー 

エコキュート、 PHVあり 
HEMS, 太陽光パネル 
家庭用蓄電池 
EDMS サービス適用 

太陽光パネルなし 

家庭用蓄電池なし 

ガス給湯器 

ガソリン車 

エコキュート, PHVあり 

太陽光パネルなし 

家庭用蓄電池なし 

低炭素機器 

の利用 

創エネ・蓄エネ 

装置の利用 

CO2 : 33.1% 低減 
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電力自給率 
65.3% 

2012/2月～4月の期間で 

条件の良い日の 

EDMS導入棟消費電力量データ 
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電力自給率 
49.5% 

2012/４月の月平均 

EDMS導入棟消費電力量データ 

太陽光余剰電力 
（地域内で相互利用） 

地域融通電力利用 

太陽光発電の自家利用 

家庭用蓄電池に溜めた電力を利用 

家庭用蓄電池への充電 

系統電力利用 

太陽光余剰電力 
（地域内で相互利用） 

太陽光発電の自家利用 

家庭用蓄電池に 

溜めた電力を利用 

家庭用蓄電池への充電 

系統電力利用 

蓄電池による余剰太陽光電力の吸収 
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低炭素社会システムの構築

各社が強みをもつ環境・エネルギー，情報通信技術を活用

生活者の満足度とエコを高い次元で両立

個別の家庭/生活者だけでなく、地域全体でのエネルギーの最適利用法を模索

実証を行いつつ、機器とシステムのレベルアップを継続

一方で実証終了を待たず、前倒しで成果を世に送り出す

市民の皆様が豊かさを実感できる低炭素社会を作り上げ

世界にも貢献できるシステムとして発信していく

最後に 
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Rewarded with a smile 
笑 顔 の た め に 。 期 待 を 超 え て 。 

by exceeding your expectations 



© 2011 Smart Melit council ALL RIGHTS RESERVED.   

豊田市実証実験の視点 

環境 エネルギー 

社会構造 人間 

環境 

エネルギー 

社会構造 

人間 

再生可能エネルギーの導入 

ネットワークの構築（電力、情報） 
低炭素交通システム 

ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄされた家（HEMS） 

EV・PHVの普及と下記取り組みにより 
CO2排出削減 

QOL（生活の質）との両立（我慢しないエコ） 

生活者の満足度の高い、低炭素エネルギー・社会システムを構築 

低炭素交通 
システム 

スマート 
グリッド 

豊
田
市
実
証 

サステイナブル 
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2020年以降の社会環境を想定した実証を行う

現在の課題ではなく、中長期的な技術課題に取り組む

* 太陽光発電などの特定の発電方式の発電コストが、既存の系統電力の価格以下になることを指す

国内で低炭素社会化の取組みが進展
 各家庭レベルまで浸透し定着

１．PVの大量普及
 PVの価格は大幅に低下し、グリッドパリ

ティ*が成立
 余剰電力の売電インセンティブは消滅
 一方で、余剰電力の系統側への逆潮流

に伴う系統不安定化への対策が急務に

２．多様な省エネ・蓄エネ機器の普及
 次世代自動車（EV/PHV）
 スマートハウス及びHEMS
 オール電化住宅・エコキュート
 一部家庭では家庭用蓄電池も

想定される社会環境想定される社会環境

製品を導入するのみならず、その使いこなし方
がカギ

社会システムとしての取組課題

PVグリーン電力の有効利用
 優先消費

– 宅内ではPVグリーン電力の有効利
用が優先され、不足需要を系統電
力が補う使い方が主流に

 蓄電機能の活用
– 余剰グリーン電力のバッファーとし

ての、家庭内の蓄エネ機能の有効
活用が重要に
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① 家庭内エネルギー利用最適化 

EDMS 
(ｴﾈﾙｷﾞｰ・ 
ﾃﾞｰﾀ・ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ 
ｼｽﾃﾑ） 

電力の流れ ： 

データの流れ ： 

制御信号のやりとり ： 

充電及び放電（V2H）可能な 
PHV/EVの開発 

エコキュー
ト 

燃料電池 

太陽光パネル 

創エネ、省エネ、蓄エネ機器をHEMSで制御し、 
太陽光による電力を家庭内で最大限利用 

HEMS 

電力消費量・発電量など 
見える化・生活者行動支援 

家庭用蓄電池付HEMSの 
機器・システム開発 
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② 低炭素交通システム構築 

BRT（Bus Rapid Transit：連結
バス） 

スマートパーキング 

豊田市駅 

EV/PHV 

充電/電力供給 

FCHVバス 

ITS 

ｶｰｼｪｱ・ 
ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ 

ITSを活用した渋滞解消と 
エコドライブ推進 

豊田市役所 

水素ステーション 

太陽光パネル付 
充電器 

公共交通利用促進 

HVバス 

多様な交通手段の提供により、人の移動における低炭素化を実現 

次世代自動車の 
導入促進 

データ 

制御信号 

 
EDMS 

 

PHVデマンドバス 

http://www.e-clipart.info/15_vehicle/img/vehicle01.gif
http://www.e-clipart.info/15_vehicle/img/vehicle01.gif
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③ 商業・公共施設等エネルギー利用最適化 

コンビニ 

スマート 
スクール 

勤務先 
（オフィス・工場 等） 

災害時の避難場所 
への緊急放電 可搬な定置型蓄電池を用いた 

停電・災害時の電力供給 

コンビニ 

再生可能エネルギーによる 
充電インフラの設置 

冷凍車 

データ 

制御信号 

生ゴミ 

木質ペレット 

ガスエンジン 
コジェネレーション 

システム 

再生エネルギー 
センター 

低炭素モデル地区 
（約1.9ha） 

蓄電設備の 
商業施設等への導入 

移動先や街レベルでも太陽光電力や熱、未利用エネルギーを 
面的に最大限利用 

スーパー 

エコポイント 

 
EDMS 

 

木質バイオマス等の 
エネルギー利用 

コンビニ 


